
KEAP1/NRF2経路は酸化ストレスや親電子性物質に対す

る生体防御応答を担う。KEAP1は転写因子NRF2の抑制因

子であり、定常状態でNRF2を細胞質内に留めて遺伝子発

現を抑制する。一方、細胞が環境由来のストレスに曝露さ

れるとKEAP1がセンサーとして感知し、抑制を解除された

NRF2は核内に移行し、生体防御遺伝子群の発現を促進さ

せる。KEAP1/NRF2経路の機能異常は乾癬、アトピー性皮

膚炎など様々な皮膚疾患の発症に関わり、皮膚の恒常性

維持に重要である。
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＊Zoomにて開催します。
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